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人口：25,999 人
  男  ：12,803 人
  女  ：13,196 人
世帯： 9,260 世帯
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（平成 22年 1月 1日現在）

人 口 世 帯と

平成22年

月号
2 第47号

広報広報

成人、おめでとう
（１/10　成人式　関連記事 P10 ～ 11）

・町県民税・所得税の申告のお知らせ・・・P２～３
・消防出初式・・・P９
・成人式・・・・P10 ～ 11

今月の主な内容
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町
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告
書
の
提
出
は

　
　
　
2
月
１６
日
㈫
か
ら
3
月
１５
日
㈪
ま
で

町
県
民
税
と
確
定
申
告

　

前
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
所
得
を
報
告
す
る
申
告
に
は
、

税
務
署
へ
の
確
定
申
告
と
、
町
へ
の

町
県
民
税
申
告
が
あ
り
ま
す
。

　

税
務
署
に
提
出
す
る
確
定
申
告

は
、
１
年
間
の
所
得
と
そ
こ
か
ら
計

算
し
た
所
得
税
額
を
申
告
し
、
納
め

る
手
続
き
を
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
際
に
納
め
る
税
額
よ
り

納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
町
県
民
税
申
告
は
、

所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
い
場
合
で

も
、
前
年
の
所
得
に
対
し
て
翌
年
課

税
さ
れ
る
町
県
民
税
の
計
算
を
行
う

た
め
に
必
要
な
申
告
で
す
。

　

今
年
も
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
が
、
決
算
は
お
済
み
で
す
か
。

　

こ
の
申
告
は
、
平
成
21
年
中
の
所
得
を
申
告
す
る
も
の
で
、
平
成
21
年
分
所
得
税
、
平
成
22
年
度
の
町
県
民

税
の
課
税
基
礎
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
別
表
の
と
お
り
申
告
相
談
を
地
区
別
に
実
施
し
ま
す
。
申
告
期
間
中
は
、
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

地
区
別
日
程
に
従
っ
て
早
め
に
申
告
さ
れ
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、「
町
県
民
税
申
告
書
」
は
、
前
年
の
状
況
に
基
づ
き
送
付
し
て
い
ま
す
。
次
の
内
容
を
よ
く
ご
覧
い

た
だ
き
申
告
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。　

町
県
民
税
の
申
告
が

　
　
　
　
　

  

必
要
な
方

　

平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
、
横
芝

光
町
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
①
か
ら

④
に
該
当
し
な
い
方
は
申
告
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

①�
税
務
署
に
確
定
申
告
を
し
た
方
、

ま
た
は
確
定
申
告
を
す
る
方

②�

前
年
中
の
所
得
が
給
与
の
み
で
、

勤
務
先
か
ら
町
へ
※
支
払
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
い
て
、
所
得
控
除

額
に
変
更
の
な
い
方

③�

前
年
中
の
所
得
が
公
的
年
金
等
の

み
で
、
支
払
者
か
ら
町
へ
※
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方

（
た
だ
し
、
扶
養
控
除
や
生
命
保

険
料
等
の
所
得
控
除
を
受
け
る
方

を
除
く
）

④�

前
年
中
に
所
得
が
な
く
、
横
芝
光

町
内
居
住
の
家
族
の
扶
養
に
な
っ

て
い
る
方

※�

支
払
報
告
書
…
給
与
や
年
金
等
の

支
払
者
が
前
年
中
の
支
払
金
額
等

を
、
支
払
い
を
受
け
た
方
が
居
住

す
る
市
町
村
に
報
告
す
る
書
類

持
参
す
る
も
の

 

・
印
鑑

 

・�

事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
等
）

の
方
は
、
収
支
内
訳
明
細
書
な

ど
収
入･

支
出
の
わ
か
る
書
類

 

・�

給
与
所
得
の
あ
る
方
や
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
源
泉
徴

収
票

 

・�

所
得
控
除
に
必
要
な
書
類
（
医
療

費
、
社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、

地
震
保
険
料
な
ど
の
領
収
書
ま

た
は
証
明
書
）

※�

社
会
保
険
料
の
う
ち
「
国
民
年
金

等
」
は
、
社
会
保
険
事
務
所
及
び

各
年
金
基
金
発
行
の
控
除
証
明
書

の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

税
の
申
告
は
、
国
民
健
康
保
険
税

や
介
護
保
険
料
の
算
定
資
料
に
も
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
、
医
療
・
教
育
資
金

な
ど
の
給
付
や
保
育
料
な
ど
の
判
定

基
準
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告
期

限
ま
で
に
申
告
し
な
か
っ
た
場
合
、

国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
が

正
し
く
算
定
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
各

種
申
請
、
手
続
き
に
必
要
な
所
得
証

明
書
等
が
発
行
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
期
限
内
に
必
ず
申
告
し
ま

し
ょ
う
。

申
告
を
し
な
か
っ
た
ら
…

相談会場　文化会館　集会室
※�記入済の申告書は、税務課と文化会館で
受付します。町民サービスセンターでは
受付できませんのでご注意ください。

受付時間　期間中の土日を除く毎日
　　　　　午前９時～ 11 時
　　　　　午後１時～４時
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譲
渡
所
得
の
あ
る
方

　

平
成
21
年
中
に
土
地
や
建
物
等
の

不
動
産
を
お
売
り
に
な
っ
た
方
や
株

式
等
の
資
産
を
お
売
り
に
な
っ
た
方

は
、
譲
渡
所
得
等
に
つ
い
て
所
得
税

の
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

※�

譲
渡
所
得
の
申
告
相
談
は
、
東
金

税
務
署
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
か
ら
25
年
ま
で
に
入
居

し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

適
用
を
受
け
た
方
で
、
所
得
税
か
ら

住
宅
借
入
金
特
別
控
除
額
を
控
除
し

き
れ
な
か
っ
た
場
合
に
控
除
残
額
を

翌
年
度
の
町
県
民
税
か
ら
控
除
す
る

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け

る
た
め
の
町
へ
の
申
告
は
不
要
で
す

が
、
所
得
税
の
確
定
申
告
ま
た
は
年

末
調
整
（
初
年
度
に
つ
い
て
は
確
定

申
告
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
11
年
か
ら
18
年
ま
で
に
入
居

し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を

受
け
て
い
る
方
で
、
所
得
税
か
ら
控

除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
方

は
、
町
ま
た
は
税
務
署
へ
の
申
告
が

必
要
で
し
た
が
、
平
成
22
年
度
か
ら

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め
の

申
告
は
原
則
不
要
に
な
り
ま
す
。　

◎�

平
成
21
年
分
に
お
い
て｢

課
税
事

業
者｣

と
な
る
の
は
、
次
の
方
々

で
す
。

 

・�

平
成
19
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
を
超
え
る
事
業
者

 

・�

平
成
19
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
以
下
の
事
業
者
で
、

平
成
20
年
12
月
末
ま
で
に
「
消

費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」

を
提
出
し
て
い
る
事
業
者

◎�

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定

申
告
書
に
は
、
課
税
期
間
中
の
課

税
売
上
げ
の
額
及
び
課
税
仕
入
れ

等
の
税
額
に
関
す
る
付
表
（
明
細

書
）
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎�

２
月
16
日
㈫
か
ら
３
月
15
日
㈪
ま

で
、
町
の
申
告
相
談
会
場
で
も
消

費
税
確
定
申
告
（
簡
易
課
税
申
告

の
み
）
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

　

東
金
税
務
署　

　

☎
０
４
７
５（
52
）３
１
２
１

軽自動車の廃車・変更届を忘れずに !
　軽自動車税は、毎年４月１日現在の登録車両の
所有者（または使用者）に課税されます。
　登録車両の廃車や譲渡をしたときは、早めに廃
車または名義変更の手続きをしてください。
　また、引越し等で住所が変わったときも、車両
の定置場所の変更手続きが必要となります。

◆手続き・問い合わせ
　原動機付自転車・小型特殊自動車　
　　税務課課税班　☎ 84− 1212
　二輪の小型自動車・二輪の軽自動車
　　関東運輸局千葉運輸支局
　　☎ 050 − 5540 − 2022
　軽自動車（乗用・貨物）
　　軽自動車検査協会千葉事務所
　　☎ 043 − 245 − 0163

申告相談地区割日程表

上記日程で都合の悪い方は、別日でも相談をお受けします。

　　  地　　区　　割

大総地区・東陽地区

横芝地区（栗山・鳥喰以外）

南条地区

横芝地区（栗山・鳥喰）

日吉地区

上堺地区・白浜地区

大総地区・東陽地区

横芝地区（栗山・鳥喰以外）

南条地区

横芝地区（栗山・鳥喰）

日吉地区

上堺地区・白浜地区

  日　　程

2月18日㈭

2月19日㈮

2月22日㈪

2月23日㈫

2月24日㈬

2月25日㈭

2月26日㈮

3 月 1 日㈪

申告相談会場案内図

サビア

医院

GS

横芝光消防署

至 横芝駅

国道126号

横芝郵便局

プール

体育館文化会館

P
申告相談会場

GS

◆
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
課
税
班　

　

☎（
84
）１
２
１
２

申告は
　お早めに

町
県
民
税
に
お
け
る

　

   

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
制
度

税
源
移
譲
に
伴
う

        

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
制
度

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告
は
3
月
31
日
ま
で
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平
成
22
年
成
人
式
が
町
内
新
成
人
２
７
２
人
を
対
象
に
１
月
10

日
、
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
は
、
町
長
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
か
ら
祝
福
と
激
励
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
胸
に
人

生
の
新
た
な
門
出
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

私
達
が
成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
皆
様
方
か
ら
心
に
し
み
る
ご
祝

辞
、
励
ま
し
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
よ
り
ア
メ
リ
カ
を
起

点
と
し
て
始
ま
っ
た
変
革
の
流
れ

は
、
わ
が
国
も
例
外
で
は
な
く
様
々

な
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。
米
国
史

上
初
の
黒
人
大
統
領
と
な
っ
た
バ
ラ

ク
・
オ
バ
マ
氏
は
、
核
廃
絶
を
唱
え

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
わ
が
国
日
本
に
お
い
て
も
、
環

境
問
題
や
行
政
問
題
な
ど
様
々
な
変

化
が
お
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
今
日

の
日
本
が
果
た
し
て
い
く
べ
き
役
割

は
国
内
に
と
ど
ま
る
も
の
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
高
校
の
修
学
旅
行
で
長
崎
を

訪
れ
た
時
、語
り
部
の
話
し
を
聞
き
、

世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
の
責

任
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
世
界

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
く
べ

き
こ
の
国
の
一
員
と
し
て
、
私
達
も

世
界
と
と
も
に
平
和
な
国
際
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
一
人
ひ
と
り
が
真

剣
に
考
え
、
行
動
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
世
界
は
今
、
間

違
い
な
く
希
望
に
向
か
っ
て
進
ん
で

い
ま
す
。
私
達
も
常
に
明
日
へ
の
希

望
を
失
わ
ず
、
目
標
を
持
ち
、
学
び

続
け
、
日
々
邁
進
し
、
人
間
と
し
て

の
責
務
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
成

人
と
し
て
の
自
覚
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
世
に
生
を
与
え
て
く
れ
た
両

親
や
、
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
注
い
で

く
れ
た
家
族
、
思
い
や
り
の
大
切
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
友
人
、
様
々

な
教
え
を
頂
い
た
先
生
方
、
日
々
温

か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の

皆
様
方
、
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
言
葉
で
は
言
い

尽
く
せ
な
い
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

今
ま
で
生
き
て
き
た
20
年
間
で

私
達
は
、
多
く
の
出
会
い
と
別
れ

を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
幾
度
と
な
く
一
期
一
会
が
続

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
人
と
人
と
の

出
会
い
は
素
晴
ら
し
い
財
産
と
な

り
、
私
達
を
一
層
成
長
さ
せ
て
く

れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
か
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず

ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
、
誓
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

誓
い
の
言
葉

誓
い
の
言
葉

新
成
人
代
表

　麻
生

　雄
基

平
成
22
年

成

　人

　式

平
成
22
年

成

　人

　式
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▲司会進行を務めた小野田貴仁さん、
　大川戸華さん

実行委員会撮影

成 人成 人祝祝

◀記念品受領
　若梅安里さん、　萩本翔平さん
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千
葉
県
知
事
表
彰

功
労
章

本
部
付
分
団
長　
　

    

金
子
　
光
明

精
勤
章

本
部
付
分
団
長　

 　

  　

早
川
　
　
正

第
２
分
団
分
団
長　
　

  

越
川
　
浩
文

第
５
分
団
分
団
長　
　

  

鈴
木
　
照
充

第
６
分
団
分
団
長　
　
　

佐
藤
　
忠
雄

匝
瑳
市
横
芝
光
町
消
防
組
合

消
防
指
令
補　
　
　
　

   

勝
股
　
明
信

第
１
分
団
分
団
長　
　
　

川
島
　
光
男

第
７
分
団
分
団
長　
　
　

林
　
喜
久
男

第
３
分
団
第
３
部
部
長　

加
瀬
　
若
夫

第
５
分
団
第
１
部
部
長　

伊
橋
　
昌
規

第
５
分
団
第
２
部
部
長　

鈴
木
　
武
見

第
７
分
団
第
１
部
部
長　

本
橋
　
祐
一

第
７
分
団
第
３
部
部
長　

實
川
　
達
夫

第
７
分
団
第
４
部
部
長　

鈴
木
　
幸
一

第
８
分
団
第
１
部
部
長　

伊
東
　
正
俊

第
８
分
団
第
２
部
部
長　

金
杉
　
祐
司

功
労
章

第
８
分
団
分
団
長　
　
　

小
倉
　
弘
業

精
勤
章

第
４
分
団
分
団
長　
　

　
栁
𣘺
喜
子
雄

▶
機
械
器
具
点
検
を
行
う

　
消
防
団
員

第
２
分
団
副
分
団
長　
　

若
梅
　
清
勝

第
４
分
団
副
分
団
長　
　

池
澤
　
宏
之

第
５
分
団
副
分
団
長　
　

實
川
　
高
司

第
６
分
団
副
分
団
長　
　

大
木
　
　
健

第
８
分
団
副
分
団
長　
　

篠
崎
　
一
美

　
功
労
章

第
１
分
団
第
２
部
部
長　

田
中
　
　
淳

第
４
分
団
第
５
部
部
長　

河
野
　
祐
貴

第
８
分
団
第
３
部
部
長　

伊
藤
　
竜
二

精
勤
章

第
１
分
団
副
分
団
長　
　

伊
藤
　
文
人

第
３
分
団
副
分
団
長　
　

鈴
木
　
茂
利

第
７
分
団
副
分
団
長　
　

向
後
　
博
幸

第
２
分
団
第
２
部
部
長　

嘉
瀬
　
順
一

第
２
分
団
第
３
部
部
長　

齋
藤
　
一
輝

特
別
功
労
章

第
３
分
団
第
１
部
部
長　

田
中
　
恒
晴

第
４
分
団
第
４
部
部
長　

伊
藤
　
　
操

第
８
分
団
第
３
部
班
長　

伊
藤
　
義
信

第
２
分
団
第
３
部
団
員　

齋
藤
　
昌
孝

第
８
分
団
第
１
部
団
員　

大
木
　
幹
夫                            

功
労
章

第
１
分
団
第
３
部
部
長　

早
川
　
浩
司

第
１
分
団
第
５
部
部
長　

佐
久
間
政
孝

第
４
分
団
第
１
部
部
長　

吉
田
　
　
徹

第
６
分
団
第
１
部
部
長　

鈴
木
　
章
弘

第
６
分
団
第
２
部
部
長　

須
合
　
範
雄

第
４
分
団
第
２
部
班
長　

加
瀬
　
政
孝

第
１
分
団
第
４
部
団
員　

伊
東
　
健
一

第
１
分
団
第
５
部
団
員　

齊
藤
　
重
幸

第
２
分
団
第
３
部
団
員　

早
川
　
長
吉

第
４
分
団
第
５
部
団
員　

小
池
清
一
郎

第
４
分
団
第
５
部
団
員　

五
木
田
康
明

第
４
分
団
第
５
部
団
員　

木
田
祐
人

第
４
分
団
第
５
部
団
員　

関
口
　
博
明

第
４
分
団
第
５
部
団
員　

木
田
　
徹

第
７
分
団
第
４
部
団
員　

伊
藤
　
和
裕

第
８
分
団
第
３
部
団
員　

越
川
　
秀
直

第
８
分
団
第
３
部
団
員　

伊
藤
　
智
士

第
８
分
団
第
３
部
団
員　

景
山
　
隆
弘

内
助
功
労

本
部
付
分
団
長
夫
人　
　

金
子
　
由
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
敬
称
略
》

千
葉
県
防
災
対
策
監
表
彰

千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

消
防
団
長
感
謝
状

千
葉
県
消
防
協
会
山
武
支
部
長
表
彰

消
防
団
長
表
彰

防
火
・
防
災
へ
の
決
意
新
た
に

防
火
・
防
災
へ
の
決
意
新
た
に

平
成
22
年

　
   

消
防
出
初
式

平
成
22
年

　
   

消
防
出
初
式

　

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
１
月
16
日
、
文
化
の
森
公
園
芝

生
広
場
を
会
場
に
規
律
正
し
く
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
行
わ
れ
、

消
防
署
員
及
び
伊
藤
消
防
団
長
以
下
４
３
３
名
の
団
員
が
参
加

し
、
今
年
１
年
の
無
火
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
人
員
服
装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
、
分
列
行
進

な
ど
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
防
災
に
尽
力

さ
れ
た
55
名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表

　彰

表

　彰
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さ
ん
ぶ
米
粉
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

　

山
武
地
域
産
の
米
粉
の
利
用
拡
大
を
図
る
た
め
、

米
粉
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
の
で
応
募
く

だ
さ
い
。

と
　
　
き　

３
月
５
日
㈮　

午
後
１
時
～

と
こ
ろ　

山
武
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
千
葉
県
山
武
合
同
庁
舎
２
階
）

募
集
内
容　

�

米
粉
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理

　
　
　
　
　

※
米
粉
は
山
武
地
域
産
の
も
の
と
す
る

応
募
方
法　

�
産
業
振
興
課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
込

応
募
締
切　

２
月
19
日
㈮　

※
当
日
消
印
有
効

審
査
方
法　

１
次
審
査
（
書
類
選
考
）

　
　
　
　
　

２
次
審
査
（
当
日
調
理
品
審
査
）

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

山
武
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
改
良
普
及
課

　

〒
２
８
３
─
０
０
０
６　

東
金
市
東
新
宿
１
─
11

　

☎　

０
４
７
５（
54
）０
２
２
６

　

FAX　

０
４
７
５（
52
）７
９
１
４

　県内最大級の梅林には 1500 本の巨木があり、凛とした純白の花が一斉に
開花した雄大な景観は圧巻！あたり一面にほのかな梅の香りが漂います。

と　　き　２月13日㈯～３月14日㈰　午前 9時～午後 3時
と こ ろ　坂田城跡梅林内
駐 車 場　ふれあい坂田池公園または梅林内臨時駐車場 2ヶ所
イベント　各種梅加工品やとれたて野菜の販売
　　　　　○土日のみのイベント
　　　　　　�菜雑煮無料サービス、プレゼン

ト付宝さがし、野
のだ て

点（青空茶会）、
太巻き寿し体験、押花しおり作
り体験

◆問い合わせ　町観光協会（産業振興課内）
　　　　　　　☎ 84－ 1215

◆地域安全ニュース◆
《県警ホームページや携帯電話から書き込みもできます》
　電車内や鉄道施設で痴漢や盗撮の被害に遭った女性のため、鉄道警察隊では「女性相談所」を開設しています。直接
の訪問や電話では恥ずかしくて相談をためらっている方のために電子メールでも受付けています。

電車や駅での痴漢などの相談をメールでも受付け！

【相談先：女性相談所】
○パソコンによる相談
　千葉県警察ホームページ　
　http://www.police.pref.chiba.jp
　�「相談窓口」→「女性の相談窓口」→「女性相談所」→
「送信フォーム」
○メールによる相談
　メールアドレス　　tekkeisoudan@police.pref.chiba.jp
○電話（フリーダイヤル）による相談
　☎ 0120－ 048224( マヨワズツウホウ )

○直接訪問による相談
　鉄道警察隊・千葉本隊
　（JR千葉駅構内：９・１０番線階段脇）
　鉄道警察隊・船橋部分駐隊
　（JR西船橋駅構内：武蔵野線エスカレーター脇）
　鉄道警察隊・松戸分駐隊
　（JR松戸駅構内：西口階段前）
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横
芝
光
町
長
選
挙

　
　
　
　
　
　

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

４
月
18
日
執
行
予
定
の
横
芝

光
町
長
選
挙
の
立
候
補
予
定
者

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き　

３
月
10
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

役
場
２
階　

第
１
会
議
室

◎
投
票
所
の
場
所
が
変
わ
り
ま
す

　

今
ま
で
第
16
投
票
区
（
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
の
場
合
は
、
第
４
選
挙

区
第
２
投
票
区
）
は
、
ち
ば
み
ど
り

農
協
白
浜
配
送
セ
ン
タ
ー
の
プ
レ
ハ

ブ
を
投
票
所
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

建
物
の
損
壊
の
た
め
、
白
浜
小
学
校

体
育
館
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎（
84
）１
２
１
１

◆入札結果（12月）◆

執行日

12月17日

町道Ⅱ－４号線外交通安全対策工事

横芝光町立日吉小学校屋外便所整備工事

横芝光町立南条小学校屋外便所整備工事

横芝光町長倉地先外

横芝光町立日吉小学校
横芝光町篠本5177番地
横芝光町立南条小学校
横芝光町小田部1054番地

工事等の名称 契約の相手方
予定価格
（円）

契約額
（円）

落札率
（％）

受注希望
参加業者数

1,575,000

6,510,000

6,909,000

1,260,000

5,533,500

5,872,650

1,512,000

6,300,000

6,720,000

96.0 

96.8 

97.3 

3

3

3

工事等の箇所
最低制限
価格（円）

㈱ 髙 橋 興 業

㈲ 加 瀬 建 設

㈲ 鈴 木 建 業

栗
山
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

豊
か
な
自
然
を
育
み
、
サ
ケ

の
遡
る
栗
山
川
は
、
上
水
道
や

農
工
業
用
水
と
し
て
多
く
の

人
々
に
潤
い
を
与
え
て
い
る
河

川
で
あ
る
と
と
も
に
、
昔
か
ら

地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
貴
重
な
栗
山
川
を
未
来

へ
引
継
ぎ
守
る
た
め
に
考
え
る
、

第
14
回
栗
山
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き　

２
月
21
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

横
芝
中
学
校
体
育
館

内
　
容　

基
調
講
演

　
　
　
　

河
川
改
修
事
業
説
明
な
ど

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　

横
芝
中
学
校
吹
奏
楽
部

◆
問
い
合
わ
せ

　

都
市
建
設
課
管
理
計
画
班

　

☎（
84
）１
２
１
７

平
成
21
年
度　

　
　

定
期
監
査
の
結
果

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
４
項

に
基
づ
く
定
期
監
査
を
実
施
し
ま
し

た
の
で
、
同
条
第
９
項
の
規
定
に
よ

り
そ
の
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
10
月
27
日
か
ら
30
日

ま
で
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
並

び
に
病
院
事
業
会
計
の
平
成
21
年

度
上
期
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の

執
行
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
事
前
に

資
料
の
提
出
を
求
め
、
監
査
執
行
時

は
担
当
課
長
に
資
料
の
説
明
を
求

め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
総
体
的
に
は
適
正
に

執
行
さ
れ
て
お
り
所
期
の
目
的
ど
お

り
進
捗
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
年
度
は
政
権

交
代
に
伴
う
事
業
の
大
幅
な
見
直
し

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
的
確

な
対
応
を
取
る
よ
う
要
請
す
る
と
と

も
に
、
本
町
の
財
政
状
況
は
厳
し
い

状
況
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
構

造
の
改
善
に
向
け
た
抜
本
的
な
事
業

見
直
し
を
行
う
よ
う
併
せ
て
要
望
い

た
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
２
月

　

町
監
査
委
員　

大　

木　

國　

臣

　

町
監
査
委
員　

川　

島　

勝　

美

交
通
事
故

　
　
　

巡
回
相
談

　

交
通
事
故
に
あ
っ
て
し
ま
い

損
害
賠
償
請
求
や
自
動
車
損
害

賠
償
責
任
保
険
の
請
求
手
続
き

な
ど
が
わ
か
ら
ず
に
困
っ
て
い

る
方
は
、
専
任
相
談
員
に
よ
る

交
通
事
故
相
談
を
行
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

３
月
９
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

文
化
会
館　

学
習
室

◆
問
い
合
わ
せ

　

環
境
防
災
課
防
災
班

　

☎（
84
）１
２
１
６
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住
宅
瑕か

し疵
担
保
履
行
法
の
お
知
ら
せ

建
設
業
者
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
さ
ま
へ

　

～
保
険
加
入
等
の
準
備
は

　
　
　
　
　
　

お
済
み
で
す
か
～

　
「
特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の
履

行
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
が
平

成
21
年
10
月
１
日
か
ら
本
格
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
以
降
に
引
き
渡

す
新
築
住
宅
に
は
、
瑕
疵
担
保
責
任

の
履
行
の
た
め
の
、
保
険
加
入
か
保

証
金
の
供
託
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
年
２
回
の
基
準
日
（
３
月

31
日
と
９
月
30
日
）
に
は
許
可
・
免

許
を
受
け
た
国
ま
た
は
県
に
対
し
資

力
確
保
措
置
の
状
況
の
届
出
が
必
要

で
す
。

　

保
険
加
入
の
場
合
に
は
、
着
工
前

の
申
込
み
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。（
保
険
に
加
入
し
忘
れ

た
場
合
、
３
月
31
日
ま
で
の
申
込
み

に
限
り
、
着
工
後
も
加
入
可
能
な
保

険
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
早

急
に
指
定
さ
れ
た
各
保
険
法
人
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

千
葉
県
建
設
・
不
動
産
業
課

　

建
設
業
・
契
約
室

　

☎
０
４
３
─
２
２
３
─
３
１
１
０

新
築
住
宅
を
取
得
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
さ
ま
へ

　

～
保
険
や
供
託
の
確
認
を

　
　
　
　
　
　
　

お
忘
れ
な
く
～

　

平
成
21
年
10
月
１
日
以
降
に
引
き

渡
さ
れ
る
住
宅
に
は
、法
律
に
よ
り
、

事
業
者
に
保
険
ま
た
は
供
託
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
築
住
宅
を
取
得
さ
れ
る
際
は
、

そ
の
住
宅
が
き
ち
ん
と
保
険
ま
た
は

供
託
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
か
忘

れ
ず
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

千
葉
県
住
宅
課
住
宅
建
設
支
援
室

　

☎
０
４
３
─
２
２
３
─
３
２
２
９

　

都
市
建
設
課
管
理
計
画
班

　

☎（
84
）１
２
１
７

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　
　

 

事
業
者
の
公
募
結
果

　

町
で
は
、認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
施
設（
１

ユ
ニ
ッ
ト
・
９
名
）
１
ヶ
所
分
の
整
備
計
画
に
つ
い

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
広
報
紙
に
よ
り
お
知
ら
せ

し
、
平
成
21
年
９
月
１
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
事
業

者
の
公
募
を
し
た
と
こ
ろ
、
１
事
業
者
か
ら
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

　

町
の
書
類
審
査
及
び
選
定
委
員
会
に
よ
る
審
査
の

結
果
、
次
の
事
業
者
を
実
施
予
定
事
業
者
と
し
て
決

定
し
ま
し
た
。

事
業
者
名　

有
限
会
社　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
光

代
表
者
氏
名　

小
熊　

と
し
子

事
業
者
住
所　

横
芝
光
町
目
篠
２
３
３
９
番
地
15

計
画
予
定
地　

�

横
芝
光
町
木
戸
字
二
十
三
割

　
　
　
　
　
　

１
０
４
９
７
番
地
１
．
２
．
３

◆
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
介
護
班　

☎（
84
）１
２
５
７

　

農
地
を
相
続
し
た
場
合
は
、
農
業
委
員
会
へ
の
届

出
が
必
要
で
す
。

　

相
続
等
に
よ
っ
て
農
地
を
取
得
し
た
方
は
、
農
地

の
あ
る
農
業
委
員
会
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、虚
偽
の
届
出
を
す
る
と
、

10
万
円
以
下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
耕
作
で
き
な
い
場
合
等
は
、
農
業
委
員
会

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会　

☎（
84
）１
２
４
２

農
地
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

消
費
生
活
相
談
員
を
紹
介

　

昨
年
９
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
消
費
生
活
相
談｣

を
担
当
し

て
い
る
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
塚
本
　
陽よ

う
す
け資

さ
ん
（
埼
玉
県
在
住
）

　

消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
を
持
っ
て
お
り
、
消

費
生
活
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
相
談
員
の
塚
本
陽
資
で
す
。
生
活
す
る
う
え
で

商
品
を
購
入
す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
な
行
為
で
す
が
、
残

念
な
が
ら
そ
こ
に
は
様
々
な
問
題
が
存
在
し
ま
す
。
そ
の
問

題
を
み
な
さ
ま
と
一
緒
に
解
決
す
る
た
め
の
窓
口
が
消
費
生

活
相
談
で
す
。
不
安
・
疑
問
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
兼

ね
せ
ず
、
何
な
り
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
親
身
に
な
っ
て
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
談
日　

毎
週
火
曜
日

と
こ
ろ　

第
１ 

・
２
火
曜
日　

文
化
会
館  

　
　
　
　

第
３ ･

４
火
曜
日　

町
民
会
館

※�

第
２ ･

４
火
曜
日
は
弁
護
士
に
よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
１
週
間
前
ま
で
に
産
業
振
興
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
班　

☎（
84
）１
２
１
５
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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

医
療
機
関
な
ど
で
処
方
さ
れ
る
薬
の
多
く
は
「
新
薬
」
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
と
は
、

「
新
薬
」
と
同
じ
主
成
分
の
も
と
に

開
発
・
製
造
さ
れ
て
お
り
、「
新
薬
」

と
同
様
の
安
全
基
準
を
満
た
し
、
安

全
性
や
有
効
性
に
つ
い
て
厚
生
労
働

省
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
新
薬
」
よ
り
開
発
に
か
か
る
費
用

が
少
な
い
た
め
安
価
で
あ
り
、
窓
口

負
担
も
節
減
で
き
ま
す
。

処
方
を
受
け
る
に
は
？

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
を
希

望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
ま
ず
医
師
や

薬
剤
師
と
治
療
内
容
や
使
用
法
に

つ
い
て
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
言
い

出
し
に
く
い
と
き
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
を
使
い
ま

し
ょ
う
。

※�

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
は
、
４
月
か
ら
使
用
す

る
保
険
証
に
同
封
し
ま
す
。

す
べ
て
の
薬
を
変
更
で
き
る
？

　

す
べ
て
の
薬
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
」
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

医
師
の
治
療
方
針
や
薬
局
の
在
庫
、

ま
た
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
を

受
付
け
て
い
な
い
医
療
機
関
も
あ

り
、
す
べ
て
の
薬
を
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
」
に
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�
か
か
っ
て
い
る
病
症
と
薬
剤
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
医
療
費
の

軽
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
国
保
年
金
班

　

☎（
84
）１
２
１
４

多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
無
料
相
談
会　

　

多
重
債
務
や
違
法
な
高
金
利

な
ど
の
ヤ
ミ
金
融
被
害
で
お
悩

み
の
方
を
対
象
に
、
弁
護
士
や

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
　
　
き　

２
月
20
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

香
取
市
役
所

奨
学
資
金
の
給
付
に
つ
い
て

　

町
で
は
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
就
学
困
難
な
生
徒
に
対
し
、
将
来

社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
奨
学
資
金
の
給
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

支
給
対
象
者

 

・�
保
護
者
と
と
も
に
町
内
に
在
住
す

る
18
歳
未
満
の
方

 

・�

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
に
入
学
・
在

学
し
て
い
る
方

 

・�

健
康
で
学
力
優
秀
・
品
行
方
正

な
方

 

・�

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
困
難

と
認
め
ら
れ
、
学
校
長
の
推
薦
す

る
成
業
の
見
込
み
が
あ
る
方

申
込
方
法　

　

�

中
学
校
在
校
生
は
中
学
校
を
通
じ

て
、
そ
の
他
の
方
は
本
人
が
直
接

お
申
込
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限 

　
３
月
19
日
㈮

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
総
務
班

　

☎（
84
）４
１
１
６

　

地
元
木
材
を
多
く
用
い
た
快
適

な
高
性
能
住
宅
に
よ
り
、
地
球
環

境
と
家
計
に
や
さ
し
い
住
宅
づ
く

り
を
考
え
る
勉
強
会
で
す
。

と
　
き　

３
月
６
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

文
化
会
館　

学
習
室

費
　
用　

無
料

定
　
員　

30
名

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ　
　

　

�

山
武
郡
市
環
境
・
省
エ
ネ
住
宅
支

援
協
議
会

　
（
株
式
会
社　

丸
正
木
材
工
業
内
）

　

☎
０
１
２
０
─
９
３
４
─
４
８
５

　

FAX （
86
）５
５
７
０

「
エ
コ
な
住
ま
い
＆

賢
い
家
計
術
」そ
の
１

面
接
相
談　

�

予
約
が
必
要
で
す
。

予
　
　
約　

�

２
月
１
日
㈫　

午
前
８

時
30
分
か
ら
受
付

定
　
　
員　

36
名

電
話
相
談　

　

☎
０
４
７
８（
52
）０
２
６
１

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

千
葉
県
県
民
生
活
課

　

☎
０
４
３
─
２
２
３
─
２
２
７
１
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平
成
22
年
度

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集

　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
自
主
財
源
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
広
告
を
掲
載
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

広
告
規
格　

　
（
大
き
さ
）　

縦
60
ピ
ク
セ
ル
×
横
１
２
０
ピ
ク
セ
ル

　
（
容　

量
）　

４
キ
ロ
バ
イ
ト
以
内

　
（
形　

式
）　

Ｇ
Ｉ
Ｆ
ま
た
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
（
動
画
不
可
）

広
告
枠
数　

６　

枠

掲
載
料
（
１
枠
月
額
）

　

町
内
事
業
者　

６
，
０
０
０
円　
　

町
外
事
業
者　

１
０
，
０
０
０
円

掲
載
期
間　

　

４
月
１
日
～
平
成
23
年
３
月
31
日

　
（
掲
載
期
間
１
ヶ
月
単
位
。
最
長
12
ヶ
月
ま
で
掲
載
可
能
）

掲
載
場
所　

町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ　

ト
ッ
プ
下
段

申
込
方
法　

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告
掲
載
申
込
書
に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

　
（
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

申
込
締
切　

　

３
月
12
日
㈮
ま
で

　

�（
申
込
多
数
の
場
合
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告
掲
載
に
関
す
る
要

綱
に
よ
り
選
定
）

※�

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
広
告
募
集
欄
を
ご
覧
に
な
る
か
、
総
務
課
秘

書
広
報
班
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
秘
書
広
報
班　

☎（
84
）１
２
１
１

勤
務
先　

町
内
小
学
校

仕
事
内
容　

特
別
支
援
学
級
で
の
児
童
介
助

勤
務
日　

�

１
週
間
に
お
い
て
30
時
間
以
内
及
び
５

日
以
内

募
集
人
員　

１
名

資
　
　
格　

�

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
児
童
福
祉
業

務
に
精
通
さ
れ
た
方

時
　
　
給　

１
，
０
０
０
円

申
　
　
込　

３
月
10
日
㈬
ま
で

※
詳
し
く
は
、
教
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
総
務
班　

☎（
84
）４
１
１
６

特
別
支
援
学
級
介
助
員
募
集

募
集
人
員　

非
常
勤
職
員
（
看
護
師
）
１
名

応
募
資
格　

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免
許
取
得
者

受
付
期
間　

２
月
１
日
㈪
～
３
月
10
日
㈬

◆
申
込
受
付
・
問
い
合
わ
せ

　

山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合
立

　

坂
田
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
担
当　

髙
山
）

　

☎（
80
）１
７
１
８

坂
田
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　

非
常
勤
職
員（
看
護
師
）募
集

自衛官募集自衛官募集自衛官募集 　自衛官は、「防衛」「災害援助」「国際貢献」を担い、
日本及び世界を舞台に活躍しています。

　　種　　　　目

自衛隊幹部候補生

（一般・技術・歯科・薬剤）

一般曹候補生

予備自衛官補

受付締切（必着）

5月10日㈪

5月10日㈪

４月９日㈮

試験日（１次）

5月15日㈯

5月22日㈯

4月17日㈯～19日㈪

※指定された１日

応募資格（平成23年4月1日現在該当する方）
・22歳以上26歳未満の方

　（歯科は20歳以上30歳未満、薬剤は20歳

　  以上26歳未満）

・学校教育法に基づく大卒者等

・日本国籍を有している方等

18歳以上27歳未満の方

18歳以上34歳未満の方

※技能に応じて53～55歳未満

◆問い合わせ　自衛隊成田地域事務所　☎0476－22－6275
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Town  Topic
　

永
年
に
わ
た
り
地
域
住
民
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
、
軽
ス
ポ
ー
ツ

等
の
普
及
・
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
千
葉
県
体
育

指
導
委
員
連
合
会
か
ら
２
名
、
山
武
地
方
体
育
指
導
委
員
連
合
会
か

ら
２
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
体
育
指
導
委
員

　
　
　
　
　
　
　
功
労
者佐久間和子氏（芝崎） 戸田富美子氏（橋場）

鈴木　重勝氏（台） 向後　智章氏（東町）

山
武
地
方
体
育
指
導
委
員

　
　
　
　
　
　
　  
功
労
者

体
育
指
導
委
員

功
労
者
表
彰

体
育
指
導
委
員

功
労
者
表
彰

　わが町の初日の出スポット、木戸浜海岸と屋形海岸で、
元日早朝５時から、観光協会主催で初日の出イベントが
行われました。海岸に集まった約 3，500 名の人々は、
観光協会がふるまうあま酒やお汁粉、焚き火などで暖を
とりながら、初日の出を待っていました。
　太陽が顔を見せたのは午前６時50分頃、水平線に雲
がかかっていたため、雲の合間からの日の出となりまし
たが、一面をオレンジ色に染める輝かしい初日を拝むこ
とができました。

小
田
部
地
区
伝
統
の
「
火ひ
ぶ
せ防
」

　
　
　
　
　   

～
子
供
ら
が
火
事
防
止
～

　

火
事
防
止
を
願
う
伝
統
行
事
「
火ひ

ぶ
せ防

」

が
小
田
部
地
区
で
12
月
23
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。「
火
防
」
は
江
戸
時
代
に
同
地

区
の
大
火
災
で
多
く
の
民
家
が
被
害
を

受
け
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
２
０
０
年

近
く
の
伝
統
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
星
宮
神
社
を
出
発
し
道
案
内
を
す
る

猿
、
オ
ス
獅
子
２
頭
、
メ
ス
獅
子
１
頭

の
面
を
か
ぶ
っ
た
４
人
の
子
供
た
ち
が

「
悪
魔
逃
げ
ろ
」
と
唱
え
な
が
ら
、
一
軒

一
軒
地
区
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

太平洋からの初日に感嘆
～初日の出イベント～
太平洋からの初日に感嘆
～初日の出イベント～

新春の光を浴びて健脚競う !
第４回町新春マラソン大会

　新春マラソン大会がふれあい坂田池公園で１月９日晴天のも
と行われました。今回から小学５年生以上は、坂田池の周り

を走るコースに変更にな
り、小学生から72歳の
一般の方まで362名の参
加者が、すがすがしい日
差しの中、心地よい汗を
流しました。

　　部　　　門

小学生 1年男子の部

小学生 1年女子の部

小学生 2年男子の部

小学生 2年女子の部

小学生 3年男子の部

小学生 3年女子の部

小学生 4年男子の部

小学生 4年女子の部

小学生 5年男子の部

小学生 5年女子の部

　第１位（学校名）

永藤　修一（大総小）

實川かなえ（白浜小）

本橋　学士（東陽小）

鈴木　優花（横芝小）

佐久間恭吾（横芝小）

土屋　美咲（日吉小）

萩原　瑞己（上堺小）

鈴木　彩花（横芝小）

須合　紘平（南条小）

太智理香子（横芝小）

　  第１位（学校名）

遠藤　昌規（横芝小）

 

加瀬　貴一（横芝中）

伊藤茉友子（光中）

椎名　康介（光中）

疋田　恵里（光中）

小林　銀治（横芝中）

奥﨑　咲希（横芝中）

小関　　訓（於幾）

上田　薫子（白磯）

　　部　　　門

小学生 6年男子の部

小学生 6年女子の部

中学生 1年男子の部

中学生 1年女子の部

中学生 2年男子の部

中学生 2年女子の部

中学生 3年男子の部

中学生 3年女子の部

一般男子の部

一般女子の部

《敬称略》

●●●●●●●
●●●●●●●
まちのあれこれ

T O P I C S
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2010  February

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

　
　
～
環
境
保
全
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
～

姉
妹
町
に
梅
の
木
を
贈
呈

　
〜
お
礼
に
桜
の
木
と
石
碑
を

　
　
　
　
　
い
た
だ
き
ま
し
た
～

　

町
で
は
、
姉
妹
町
松
田
町
町
制
施
行
１
０
０
周
年

記
念
の
お
祝
い
に
横
芝
光
町
の
木
「
梅
の
木
」
を
贈

り
ま
し
た
。
こ
の
「
梅
の
木
」
は
、
坂
田
城
跡
梅
林

で
神
保
久
雄
さ
ん
（
於
幾
）
が
丹
精
込
め
て
育
て
た

大
樹
を
ご
厚
意
に
よ
り
寄
付
頂
い
た
も
の
で
す
。
植

樹
は
、
12
月
に
当
町
の
造
園
業
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
で
、
ト
ラ
ッ
ク
や
重
機
を
使
い
１
日
を
か
け

て
行
わ
れ
、
富
士
山
の
見
え
る
松
田
町
最
明
寺
史
跡

公
園
内
に
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、松
田
町
か
ら
は
「
梅
の
木
」
の
お
礼
に
と
「
早

咲
き
桜
」
10
本
と
友
好
を
記
し
た
「
石
碑
」
を
い
た

だ
き
、
桜
と
石
碑
は
、
旧
横
芝
中
学
校
跡
地
の
一
角

を
飾
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
桜
の
開
花
が
楽
し
み

で
す
。

贈呈した▶
　「梅の木」　

◀お礼にいただ
　いた桜と石碑

　

こ
の
事
業
は
、
優
良
な
農
村
環
境
や
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
現
在
、
篠
本

新
井
・
二
又
・
入
・
小
堤
・
坂
田
の
５
地
区
で
、
農
業
用
水
路
や
農
道
の
維
持

管
理
作
業
、
地
域
の
景
観
形
成
や
環
境
保
全
の
た
め
の
植
栽
や
生
き
物
調
査
な

ど
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
共
同
活
動
に
は
、
農
業
者
だ
け
で
な
く

地
域
の
住
民
や
各
種
関
係
団
体
が
幅
広
く
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
地
域
に
根
づ
き
「
農
地
・
水
・
景
観
」
な
ど
の
環

境
資
源
の
保
護
、
地
域
の
連
携
の
強
化
と
活
性
化
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

二
又
地
区

　

植
栽
し
た
セ
ン
チ
ビ
ー
ト
グ
ラ

ス
が
畦
の
雑
草
対
策
に
効
果
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

小
堤
地
区

　

沿
道
へ
の
植
栽
や
、
池
の
浄
化

対
策
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

篠本新井地区

　大規模な農地の基盤整備事業に伴
う植生環境の変化の対策として、非
常に珍しいノハナショウブを始めと
する希少植物の移植が行われました。

入地区

　ヤマザクラの苗木
100 本を植樹

坂田地区

　景観形成のため植えられたヒマワリか
ら、種を採取し中学生と油を絞る共同作
業を行いました。参加した生徒は、この
油を使った料理を考案し試食しました。

▼中学生が描いた共同作業
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翼翼
つ　ば　さ

町　長　佐藤　晴彦

ＪＲ総武本線最終便の
横芝駅乗り入れ実現

平
成
22
年
３
月
開
始
予
定

　

総
武
本
線
千
葉
駅
23
時
50
分
発

成
東
駅
止
ま
り
最
終
便
の
横
芝
駅

ま
で
の
延
伸
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
千

葉
支
社
と
協
議
が
整
い
実
現
に
向

け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
が

町
長
に
な
る
前
か
ら
の
町
民
の
皆
さ

ん
へ
の
お
約
束
で
あ
り
、
就
任
以
来

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
こ
の
実
現
に
向

け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
千
葉
支
社
と
新
宿
の
本

社
ま
で
何
度
も
出
向
き
実
現
に
向
け

た
要
望
を
重
ね
、
ま
た
何
人
も
の

方
々
の
お
力
を
お
借
り
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
総
武
本
線
の
乗
降
客
の

伸
び
悩
み
な
ど
様
々
な
課
題
か
ら
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
年
月
が

流
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
12
月
に
Ｊ

Ｒ
千
葉
支
社
か
ら
２
名
の
職
員
が
来

庁
さ
れ
「
ご
要
望
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
下
り
最
終
列
車
の
横
芝
駅
ま

で
の
延
伸
に
つ
い
て
は
、
町
の
ご
協

力
を
い
だ
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
平

成
23
年
３
月
頃
か
ら
の
実
現
は
可
能

と
な
り
ま
し
た
。」
と
の
回
答
を
い

た
だ
き
、
嬉
し
さ
と
同
時
に
驚
き
を

隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
町
が
協
力
を
す
べ
き
も
の
と

は
、
駅
舎
の
開
場
時
間
が
著
し
く
伸

び
る
こ
と
か
ら
、
一
部
時
間
帯
を

機
械
的
に
管
理
す
る
こ
と
と
し
て

シ
ャ
ッ
タ
ー
設
備
や
乗
車
証
明
書
の

自
動
発
券
機
等
を
設
置
す
る
た
め
の

経
費
を
負
担
協
力
で
き
な
い
か
と
い

う
も
の
で
し
た
。

　

私
は
、
二
つ
返
事
で
了
承
し
、
早

速
担
当
者
同
士
の
打
ち
合
わ
せ
に
入

る
よ
う
お
願
い
を
し
て
当
町
の
担
当

者
に
も
指
示
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
間
も
な
く
、
22
年
３
月
か

ら
で
も
間
に
合
う
旨
の
連
絡
を
い
た

だ
き
、
早
速
千
葉
支
社
へ
私
自
ら
出

向
き
、
千
葉
支
社
長
と
面
談
を
交
わ

し
可
能
な
限
り
早
い
時
期
で
の
実
現

の
お
約
束
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
最
終
便
の
横
芝
駅
乗
り
入

れ
は
、
千
葉
市
や
東
京
方
面
に
通

勤
・
通
学
を
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
利
用
者

に
と
っ
て
、
大
変
に
意
味
深
い
も

の
で
あ
り
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
や
文
化
芸
術
な
ど
夜
間
に
行
わ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
最
後
ま
で
楽
し

め
る
な
ど
、
臨
時
的
に
Ｊ
Ｒ
を
利

用
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
も
日
帰
り

活
動
エ
リ
ア
が
広
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
就
職
を
さ
れ
る

方
や
既
に
仕
事
に
従
事
さ
れ
て
い
る

方
な
ど
に
と
っ
て
は
、
よ
り
遅
い
時

間
で
の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
や
残

業
な
ど
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
収
入

の
確
保
が
可
能
と
な
り
、
言
う
な
れ

ば
実
質
的
な
通
勤
・
通
学
圏
の
拡
大

が
図
ら
れ
、
当
町
の
発
展
に
大
き
く

繋
が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　　

現
在
、
横
芝
光
町
と
千
葉
県
に
お

い
て
駅
前
広
場
拡
張
事
業
と
駅
前
交

差
点
改
良
事
業
を
進
め
て
お
り
、
平

成
22
年
度
の
事
業
採
択
に
向
け
順
調

に
進
展
し
て
お
り
ま
す
。
既
に
測
量

業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
終
了
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
最
終
便
の
乗
り
入
れ

と
共
に
駅
前
整
備
が
具
現
化
さ
れ
る

こ
と
で
、一
層
の
活
性
化
が
図
ら
れ
、

よ
り
住
み
や
す
い
横
芝
光
町
の
構
築

に
繋
が
る
も
の
と
思
い
を
募
ら
せ
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
町
民
の

皆
様
方
に
は
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
こ
の
度
の
最
終
便
乗
り
入

れ
に
つ
い
て
、
実
現
の
ご
決
断
を
い

た
だ
き
ま
し
た
Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
の
深

い
ご
理
解
と
町
の
要
望
に
助
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
地
元
関
係
各
位
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

延
伸
に
向
け
て
の
折
衝

通
勤
圏
の
拡
大

▶
Ｊ
Ｒ
横
芝
駅

２２：３６  →  ２３：１８ 　　　 →  　　２３：２９

２３：５０  →  ０：３３

終着時刻は、ダイヤ改正までお待ちください。

千葉駅 成東駅 横芝駅

現行最終便

改正後最終便

現行ダイヤ

改正後

回送 … 3番線待機

乗車 →　  終   着

横
芝
光
町
の
更
な
る
発
展
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放
哉
の
咳
を
集
め
て
ひ
つ
じ
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
逸
子

懸
大
根
上
総
の
風
に
曝
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
敬
子

ま
ま
な
ら
ぬ
筆
の
運
び
や
初
稽
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
定
男

元
旦
や
真
白
き
護
摩
札
真
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
関
満
喜
子

百
八
の
煩
悩
の
鐘
一
つ
撞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
地
　
照
子

忙
し
な
き
日
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
冬
の
蝶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
森
　
悦
子

木
曽
宿
の
蜂
の
子
土
産
冬
ざ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
島
　
孝
夫

幸
せ
は
九
十
の
母
へ
年
始
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
島
　
通
則

交
叉
点
柚
子
を
配
っ
て
ゆ
ず
り
合
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
後
　
　
寛

つ
わ
も
の
の
眠
る
靖
国
寒
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
川
　
義
則

振
り
向
け
ば
鏡
が
語
る
冬
化
粧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
松
　
藤
男

茶
の
花
や
社
幟
り
の
塵
払
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
瀬
　
輝
夫

大
陸
の
ペ
チ
カ
と
吾
の
幼
年
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宍
倉
　
道
子

初
日
の
出
光
り
に
己
が
身
を
清
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
虫
　
栗
扇

注
連
縄
を
く
ぐ
る
朝
日
の
ま
ぶ
し
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
屋
美
枝
子

ほ
つ
ほ
つ
と
心
温
も
る
初
便
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
屋
　
義
昭

さ
す
ら
ひ
の
口
笛
吹
い
て
去
年
今
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
村
　
靜

水
平
線
波
静
ま
り
て
初
日
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
崎
さ
ち
子

屠
蘇
祝
う
親
子
三
代
平
和
の
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
正
子

新
年
は
大
吟
醸
で
祝
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
　
　
勇

戸
を
繰
れ
ば
き
び
し
初
霜
な
べ
て

白
遠
き
山
ま
で
凍
て
て
深
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
川
　
福
子

見
上
げ
れ
ば
ご
う
ご
う
と
飛
ぶ
飛
行
機
に

我
飛
び
し
頃
ふ
と
思
い
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
益
郎

道
の
辺
の
名
も
な
き
草
も
み
ど
り
し
て

新
し
き
世
に
生い

の
ち命
い
と
な
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
梨
　
キ
ヨ

地
に
向
か
ひ
秘
か
に
調
べ
奏
で
ゐ
る

エ
ン
ゼ
ル
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
淡
き
紅

く
れ
な
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
角
　
三
枝

道
の
辺
の
小
さ
き
お
堂
の
観
世
音

陽
射
し
が
頬
に
揺
れ
動
き
ゐ
つ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
山
満
里
子

勝
浦
の
朝い

ち市
の
媼
の
呼
び
声
に

吊
せ
る
烏
賊
を
買
ひ
て
し
ま
ひ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
秀
子

沿
道
に
張
り
出
す
槙
の
枝
払
ひ

植
木
職
人
の
来
る
を
待
ち
ゐ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
ま
さ
子

桃
色
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
リ
リ
ー
開
き
初
め

反
り
た
る
花
弁
に
艶
の
増
し
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
春
江

明
け
や
ら
ぬ
庭
の
竃
に
薪
を
焚
く

赤
あ
か
と
し
て
炎
が
揺
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
押
尾
　
輝
子

お
正
月
子
な
き
家
に
も
孫
曾
孫

娘
夫
婦
と
集
ひ
賑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
岡
　
信
子

生
で
聴
く
ハ
ー
プ
の
演
奏
初
め
て
の

音
の
響
は
神
話
の
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
崎
　
尚
美

帰
り
ゆ
く
女
孫
を
見
送
る
夜よ

は半
の
庭

凍
て
星ぼ

し

空
に
輝
き
ゐ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川
　
初
子

見
る
の
み
の
花
に
は
あ
ら
ず
山
茶
花
は

枝
か
ら
枝
へ
め
じ
ろ
遊
ば
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
瀬
　
初
音

二
歳
児
は
遊
ん
で
あ
げ
る
と
笑
ひ
つ
つ

箱
な
る
家
に
吾
を
導
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
山
　
芳
子

倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
と
い
ふ
物
言
ひ
が

社
員
の
吾
を
強
く
ゆ
さ
ぶ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
ま
す
み

蕗
の
薹
い
ま
だ
幼
し
散
り
落
葉

そ
つ
と
被
せ
て
帰
り
来
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
つ
ね
子

　
平
成
十
六
年
、
栗
山
川
の
左
岸

に
広
が
る
芝
崎
遺
跡
を
発
掘
し
て

い
て
、
あ
る
一
軒
の
住
居
跡
か
ら

一
風
変
わ
っ
た
器
が
出
土
し
ま
し

た
。
形
は
胴
か
ら
底
が
丸
く
、
口
の

縁
が
内
側
に
折
れ
曲
が
っ
て
い
て
、

一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
何
の
変
哲

も
無
い
甕か

め
が
た形

の
土
器
で
す
。
し
か

し
、
色
が
薄
茶
色
で
キ
メ
の
細
か

い
土
で
作
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
地

域
で
作
ら
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
様
々

な
本
を
見
て
、
同
様
な
土
器
が
ほ
か

で
出
土
し
て
い
る
か
調
べ
て
み
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
形
や
表
面
の

整
形
痕
模
様
が
似
て
い
る
土
器
が
、

京
都
府
の
長
岡
京
遺
跡
で
出
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
長
岡
京
と
言
え
ば
延
暦
三
年

(

七
八
四)

桓
武
天
皇
が
平
城
京
か

ら
都
を
移
し
、
ま
た
延
暦
一
三
年

(

七
九
四)

平
安
京
に
移
る
ま
で
の
、

わ
ず
か
十
年
間
と
い
う
短
命
な
日

本
の
首
都
で
し
た
。
そ
の
十
年
間

の
長
岡
京
で
使
わ
れ
た
甕
の
形
に

は
、
他
の
器
と
は
異
な
る
特
徴
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
外
見
上
の
大

き
な
特
徴
は
、
胴
か
ら
底
が
丸
く
、

口
の
縁
が
内
側
に
折
れ
曲
が
り
、
表

面
に
刷
毛
で
な
で
た
よ
う
な
線
と
、

下
部
に
は
板
目
で
叩
い
た
痕
が
あ

り
、
器
の
色
が
灰
色
が
か
っ
た
薄
茶

色
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
芝

崎
遺
跡
で
出
土
し
た
土
器
が
、
同

じ
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
念

の
た
め
に
長
岡
京
の
あ
っ
た
現
在

京
都
府
向
日
市
へ
持
っ
て
い
っ
て

鑑
定
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
間

違
い
な
く
当
地
の
土
器
で
、
大
阪

府
高
槻
市
で
作
ら
れ
た
物
で
あ
る

と
い
う
こ
と
ま
で
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
芝
崎
遺
跡
で
出
土

し
た
土
器
が
、
遠
く
京
の
都
か
ら
も

た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
地
と
都

と
の
何
ら
か
の
直
接
的
な
結
び
つ

き
が
あ
っ
た
事
が
推
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
時
期
が
限
ら
れ
た
土
器
が
出

土
し
た
こ
と
は
、
遺
跡
の
年
代
を

測
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
に
な
り

ま
す
。

京
の
都
か
ら
来
た
土
器

こうほう
博物館

23

短
　
歌

俳
　
句

文
　
芸

▲出土した甕形の土器
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健康 福祉 医療

東
陽
病
院

　
整
形
外
科
医
が
２
名
に

　

１
月
21
日
よ
り
、
整
形
外
科
に
保

科
孝
好
（
ほ
し
な
た
か
よ
し
）
医
師

が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
整
形
外
科
は
常
勤

医
師
が
２
名
と
な
り
、
今
ま
で
休
診

と
な
っ
て
い
ま
し
た
第
２
金
曜
日
及

び
第
４
金
曜
日
も
外
来
診
療
を
行
い

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

東
陽
病
院　

☎（
84
）１
３
３
５

　

社
会
福
祉
法
人
九
十
九
里
ホ
ー
ム

の
各
施
設
を
利
用
す
る
お
年
寄
り
や

障
害
を
持
つ
方
々
の
作
品
を
集
め
た

「
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

入
所
者
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
利
用
者
の
習
字
・
絵
画
・
工
作
・

陶
芸
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と
　
き　

３
月
９
日
㈫
～
15
日
㈪

と
こ
ろ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

　
　
　
　

第
二
松
丘
園

◆
問
い
合
わ
せ

　

第
二
松
丘
園　

☎（
84
）３
９
６
９

い
き
い
き
シ
ニ
ア
講
座

　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

と
　
き　

３
月
６
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

町
民
会
館　

調
理
室

テ
ー
マ　

　
『
伝
え
て
行
こ
う
、食
の
文
化
』

　

～
米
粉
っ
て
こ
ん
な
に
ス
ゴ
イ
～

◆
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
80
）３
３
３
９

　

第
二
松
丘
園
居
宅
支
援
事
業
所

　

☎（
84
）３
９
６
９

第
17
回

ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
催

千
葉
県
生
涯
大
学
校

資
　
　
格　

　

�

社
会
参
加
意
欲
の
あ
る
県
内
在
住

60
歳
以
上
の
方
（
昭
和
25
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
）

小松菜・・・・・・・・小１束
塩・・・・・・・・・・・・・・少々
水・・・・・・・・・大さじ１
ホールコーン缶・・・・８０ｇ

☆小松菜のチーズ蒸し煮☆

材料：（4人分）　

①小松菜は４センチ長さに切る。
②�フライパンに①を入れ、塩と水をかけてふたをし、火にかける。しんなり
としたらコーンとＡを加える。

③�全体を混ぜてチーズを加え、こしょうをふって再びふたをして弱火にかけ
る。チーズが溶けたら器に盛る。（混ぜすぎるとチーズが分離するので要
注意）

　　スキムミルク・・・・・・・・
　　　　　　　　大さじ１と１／２

　
　水・・・・・・・・・大さじ３
　　片栗粉・・・・・小さじ１／２
溶けるチーズ・・・・・・・６０ｇ
こしょう・・・・・・・・・・・・少々

｛

町食生活改善協議会

平
成
22
年
度

生
涯
大
学
校
入
学
生
募
集

　
　
　
　
　
　
　（
２
次
）

募
集
学
科
・
募
集
人
員

 

・
東
総
学
園
（
銚
子
市
）

　

�

福
祉
科
63
名
・
園
芸
科
17
名
・
陶

芸
科
11
名

 

・
外
房
学
園
（
茂
原
市
）

　

福
祉
科
41
名 

 

・
南
房
学
園
（
館
山
市
）

　

�

福
祉
科
68
名
・
生
活
科
21
名
・
園

芸
科
24
名

 

・
京
葉
学
園
通
信
課
程

　

�

福
祉
生
活
科
４
７
３
名

授
業
料　

　

一
般
課
程　

年
額
１
８
，０
０
０
円

願
書
受
付
期
間　

　

２
月
10
日
㈬
～
26
日
㈮

入
学
案
内
の
配
布　

　

�

生
涯
大
学
校
各
学
園
・
各
市
町
村

高
齢
者
福
祉
担
当
課
・
各
県
民

セ
ン
タ
ー
・
各
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
県
庁
高
齢
者
福
祉
課

◆
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ　

　

千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局

　

〒
２
６
０
─
０
８
０
１

　

�

千
葉
市
中
央
区
仁
戸
名
町
６
６
６

─
２

　

☎
０
４
３
─
２
６
６
─
４
７
０
５

A
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対　象　者 受付時間と　き

２/12㈮

２/25㈭

３/１㈪

３/３㈬

３/11㈭

３/12㈮

３/12㈮

行 　 事 　 名

生後3ヵ月～90ヵ月未満

生後3ヵ月～6ヵ月未満

1歳～2歳未満

平成15年4月2日～
　　　16年4月1日生まれ

平成3年4月2日～
　　　  4年4月1日生まれ

3月31日㈬まで

3月31日㈬まで

予防接種名

三 種 混 合

Ｂ Ｃ Ｇ

麻しん風しん混合２期
（年長児に相当する年齢の児）

麻しん風しん混合４期
（高校3年生に相当する年齢の方）

接種期間

保健の掲示板（健診・相談・予防接種）

会　場　健康づくりセンター「プラム」
◆問い合わせ　健康管理課健康管理班　☎82－3400

※注意　接種対象月数・接種期間を過ぎた場合は有料

●個別予防接種　【指定医療機関にて接種】  

対　象　者

麻しん風しん混合１期（1歳児）

５ 歳 児 健 診

乳 児 健 診

健 康 相 談

３ 歳 児 健 診

２歳児歯科健診

ポ リ オ

献 血
 

対象児に個別通知

平成21年9月～11月15日生まれ

希望者  

平成18年7～8月生まれ  

平成19年11月～12月生まれ

平成21年3月～5月生まれ

希望者（会場：町民会館）
  

指定された時間

午後１時～2時15分

午前9時～正午 

午後１時～4時 

午後１時～2時15分

午前9時～11時

午後１時30分～2時

午前10時～11時45分

午後１時～4時 

健康づくりセンター

プ ラ ム だ よ りプ ラ ム だ よ りプ ラ ム だ よ り

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

（
中
間
結
果
）

　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
は
、
国
保
加

入
者
に
行
っ
た
特
定
健
診
で
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
基
準
に

該
当
及
び
そ
の
予
備
群
の
方
を
対
象

に
６
ヶ
月
間
行
わ
れ
る
特
定
保
健
指

導
で
す
。　

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
、
内
臓
肥
満
に
加
え
、
高
血
糖
・

高
血
圧
・
脂
質
異
常
及
び
喫
煙
等
の

危
険
因
子
を
２
つ
以
上
持
っ
て
い
る

状
態
で
す
。こ
れ
を
改
善
す
る
に
は
、

運
動
・
栄
養
な
ど
の
生
活
習
慣
の
見

直
し
を
行
い
、
体
重
・
腹
囲
の
減
少

が
必
須
で
す
。

　

教
室
は
、「
し
っ
か
り
コ
ー
ス
（
該

当
者
）」
と
「
ら
く
ら
く
コ
ー
ス
（
予

備
群
）」
が
あ
り
、
合
計
１
３
９
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
始
か
ら
３
ヶ
月
後
の
中
間
結
果

は
、
体
重
減
少
し
た
方
が
40
％
、
腹

囲
減
少
し
た
方
が
45
％
で
し
た
。
冬

季
は
体
重
減
少
が
難
し
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
半
数
の
方
に
改
善

が
み
ら
れ
、
変
化
の
な
か
っ
た
方
も

自
己
評
価
で
は
ほ
と
ん
ど
の
方
が
目

標
を
実
行
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

目
標
と
は
、「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

週
に
３
日
30
分
以
上
す
る
」「
こ
ま

め
に
動
く
よ
う
に
す
る
」「
お
菓
子

や
菓
子
パ
ン
を
控
え
る
」「
甘
い
飲

み
物
を
控
え
る
」「
ゆ
っ
く
り
か
む

よ
う
に
す
る
」
等
ど
れ
も
無
理
の
な

い
取
り
組
み
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
解
消
へ
１
歩
前
進
し
ま

し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
22
年
度
も
特
定
健

診
後
に
実
施
し
ま
す
。

健康 福祉 医療

　山武健康福祉センターでは、女性のこころや身体
の悩みについて、臨床心理士と助産師が相談を行っ
ています。
と　き　２月25日㈭、3月25日㈭
　　　　午後 2時～ 4時
ところ　山武健康福祉センター
その他　予約が必要です
◆申込・問い合わせ
　山武健康福祉センター地域保健福祉課
　☎ 0475 − 54 − 0611

　山武健康福祉センター

～女性のための健康相談～
　あなたの献血が、たくさんの生命を救います。み
なさん、献血にご協力ください。

と　　き　３月12日㈮
受付時間　午前10時～11時45分
　　　　　午後 1時～４時
と こ ろ　町民会館ロビー
◆問い合わせ
　健康管理課総務班
　☎ 82－ 3400

献血 おの 知らせ

◆
問
い
合
わ
せ

　

健
康
管
理
課
健
康
管
理
班

　

☎（
82
）３
４
０
０
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行事メモ（12/21～1/20）

12月21日	町農業委員会議
12月22日	東総衛生組合臨時議会
12月25日	成田空港に関する四者協議会
12月26日	 �九十九里漁業協同組合・合併仮

調印式
12月28日	議会全員協議会

	御用納め式
１月１日	 初日の出イベント
１月４日	 成田山新年祈願

	 御用始め式
庁議

１月５日	 千葉日報社新春賀詞交歓会
１月７日	 千葉県と畜場協会役員会

市町村長特別セミナ－（〜1/8）
１月９日	 第４回町新春マラソン大会
１月10日	 栗山南部一地区総会

	 平成22年町成人式
１月11日	 町消防出初式予行
１月13日	 山武郡市町会１月定例会
１月15日	 庁議

	 東町区新年祝賀会
１月16日	 町消防出初式
１月17日	 東金市出初式

	 屋形四社神社神楽
１月18日	 �両総土地改良区理事会及び現地

研修会
１月19日	 入札
１月20日	 第二松丘園敷地地権者説明会

町長日誌

▲�成人式での佐藤町長

「アネハネハ楽園国」
姉歯公也展開催中

図書館ギャラリー図書館ギャラリー 午前9時30分～午後5時30分

『伊豆の踊子』

と　　き　２月26日㈮　午後２時から
上映時間　１時間23分
と こ ろ　２階ハイビジョンホール
定　　員　先着100名
　　　　　※整理券不要

　　　　　　入場無料

♪♪作品展示♪♪

　小さな彫刻は絵本のように語りか
けてきます。可愛い仕掛けはこころ
の処方箋。空想と思い出が混ざり合
い、夢の時間が動きだします。

と　き　
　２月21日㈰
　まで
　※入場無料

図書館☎84－3311
ほんの森ほんの森ほんの森

金曜映画会

【町民会館ミニギャラリー】
　２月　木目込みクラブ
　　　　絵手紙クラブ
　３月　ふるさと歴史
　　　　　　　ロマン研究会

【文化会館ロビー】
　２月　水墨画クラブ
　３月　陶芸クラブ
　　　　絵手紙クラブ

【サビア】
　２月　アート押し花クラブ
　３月　水墨画クラブ

休館日…毎週月曜日
　　　　２月１日㈪〜４日㈭
　　　　３月２日㈫
　　　　蔵書整理日につき休館

「ボタニカルアート」展

　ボタニカルアート展も３回目。今回
は時代の流れに沿った植物画の変遷を
紹介します。美し
い花を愛でる文化
は脈々と引き継が
れていきます。

と　き　
　２月27日㈯  〜  
　３月28日㈰
　※入場無料

と　き　３月４日㈭
　　　　午後２時〜３時
ところ　２階学習室
講　演　「読み聞かせはじめの一歩」
講　師　�児玉ひろ美氏（JPIC 読書

アドバイザー）
定　員　40 名
申　込　�図書館カウンターまたは電

話で受付

読み聞かせ講座

と　　き　３月25日㈭～28日㈰
と こ ろ　箕輪スキー場
　　　　　（福島県猪苗代町）
　　　　　ユースゲストハウスアトマ
　　　　　（福島県福島市）
対　　象　小学３年生～中学生
定　　員　45名　※先着順
参 加 費　39,500円（小中学生とも）
　　　　　�（交通費･宿泊費･食事代･講

習料･保険代など含む。

　　　　　�スキー･ウェアなどのレン
タル別）

集　　合　東金－午前６時
　　　　　（バス乗降場所）
募集開始　２月２日㈫
◆申込・問い合わせ
　㈶千葉県ユースホステル協会
　☎043−252−7060

青少年スキー教室
参加者募集



文化協会「文化祭」開催文化協会「文化祭」開催

報 町からのお知らせInformation情

「光しおさい公園5人制ミニサッカー交流会」参加チーム募集「光しおさい公園5人制ミニサッカー交流会」参加チーム募集

　文化協会各クラブの作品展示・芸能発表等を行
います。
　みなさまのご来場をお待ちしています。

と　き　３月６日㈯～７日㈰
ところ　町民会館・町体育館
◆問い合わせ
　社会文化課生涯学習班　☎84－1358
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と　　き　３月13日㈯
　　　　　午前９時～午後４時
と こ ろ　�夷隅郡内５ヶ所の寺を訪

問予定
対　　象　町内在住・在勤の方
定　　員　先着60名
内　　容　�夷隅郡内に点在する貴重な

古仏様を一挙拝観
費　　用　無料
申　　込　�町民会館・文化会館にある

案内及び申込用紙に記入の
上、窓口で申込

申込期間　２月16日㈫～28日㈰

と　　き　２月20日㈯
　　　　　�午後２時～３時40分
　　　　　（午後１時40分開場）
と こ ろ　町民会館　大ホール
対 象 者　�成人（お子様の入場はでき

ません）
演　　題　�「家庭の役割」～心の教育

は家庭教育から～
講　　師　�内田　玲子氏
　　　　　（家庭教育カウンセラー）
参 加 費　無料
申込期間　２月３日㈬～17日㈬

　内閣府では、日本と世界各国の青年
との交流を通して、相互理解と友好を
深め、広い国際的視野と国際協調の精

神を身につけた次世代を担うにふさわ
しい青年を育成するため、青年国際交
流事業を実施しています。
募集内容　①国際青年育成交流
　　　　　②日中、日韓青年親善交流
　　　　　③世界青年の船
　　　　　④東南アジア青年の船
要　　件　�18歳～30歳までの青年（平

成22年４月１日現在）で
一般的な教養があり、交流
活動を円滑にできる語学力
がある者

募集期間　２月５日㈮～３月25日㈭
県選考会　４月12日㈪
◆申込・問い合わせ
　千葉県県民生活課青少年室
　☎043−223−2330
　FAX043－201－2613
　�（http ://www.pref .ch iba . lg . jp/
syozoku/b_kenmin/seisyounen/
kokusai/kouryuu.html）

と　　き　３月22日（月・祝）
　　　　　午前８時30分～午後０時30分
と こ ろ　光しおさい公園サッカー場
募集チーム
　①小学生 1～ 3年生の部　６チーム
　②小学生 4～ 6年生の部　６チーム
　③一般・男子の部　　　　６チーム
　④ファミリーの部　　　　６チーム

参 加 費　①小学生の部　2,000 円
　　　　　②一般・ファミリーの部　3,000 円
申込方法　�光B&G海洋センター（光しおさい公園内）に窓

口で直接、または FAX で申込みください。
申込開始　２月16日㈫～
　　　　　�※�先着順　定員になり次第締切（申込状況に

より、定員を変更する場合があります）
◆問い合わせ　光しおさい公園
　　　　　　　☎84－3510　FAX84−3511

第２回ふるさと歴史散歩

◆問い合わせ
　社会文化課生涯学習班
　☎84－1358

社会文化課から募集 家庭教育学級講演会

内閣府青年国際交流
事業参加者募集
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募　　集

ごみの出し方ごみの出し方

■大総 ・ 横芝 ・ 上堺地区
　回収日当日、午前８時30分までに
指定場所へ出してください。
◎可燃ごみ
　 毎週　月・木曜日
◎有害・不燃・資源ごみ
　 毎月　第２・４月曜日
※山武郡市環境衛生組合の袋のみ回収

■日吉・南条・東陽・白浜地区
　回収日当日、午前８時までに指定場
所へ出してください。
◎可燃ごみ
　毎週　火・金曜日
◎不燃・資源ごみ
　日吉・南条・白浜地区
　毎月　３・17日
　東　陽　地　区
　毎月　４・18日
※�匝瑳市ほか二町環境衛生組合また

は、八日市場市ほか三町環境衛生組
合の袋のみ回収

◆問い合わせ
　環境防災課環境班　☎84－1216

商工会伝言板

　初心者を対象とした、ＮＨＫ放送
研修センターの講師による出張講座
です。
と　き　２月14日㈰
　　　　午後１時30分～３時30分
ところ　東金市中央公民館
参加費　無料
その他　応募多数の場合は抽選
◆申込・問い合わせ
　山武郡市視聴覚教材センター
　☎0475－54－0254  　　

◎バレンタインコンサート
と　き　２月14日㈰
　　　　１回目　午後１時～
　　　　２回目　午後３時～
ところ　１階西棟展示室
料　金　入館料のみ
内　容　�クラシック、ジャズ、ポップ

スなど幅広いジャンルで活躍
している女性バイオリニスト
羽純(はすみ)さんによる、バ
レンタインにふさわしいロマ
ンティックな演奏をお贈りし
ます。

◆問い合わせ
　航空科学博物館　☎78－0557
　　

　　　　　　 
　県内最大規模の合唱団による演奏
会です。モーツァルトの最後の作品
「モーツァルト・レクイエム」と、レ
クイエムの中でも傑作といわれている
フォーレの作品を演奏します。
と　き　２月28日㈰ 　午後２時開演
ところ　千葉県文化会館
出演者　合　唱：県民合唱団
　　　　指揮者：高橋　利幸氏
　　　　管弦楽：ちば室内管弦楽団

定　員　1,790名
料　金　2,500円（全席自由）
◆問い合わせ
　千葉県文化会館　
　☎043－222－0077
　

　　　　　　　　　
　宇宙のはじまりや生命の誕生に関わ
りがあるといわれる鉄。鉄と人とのか
かわりを生物学、地球科学、産業技術、
伝統工芸など幅広い研究分野から紹介
します。下総鋏（しもうさばさみ）の
製作実演や日本古来の製鉄技術「たた
ら」の体験もできます。
と　き　２月４日㈭～３月14日㈰　
　　　　午前９時～午後４時30分
ところ　県立現代産業科学館
　　　　（市川市鬼高1─1─3）
入館料　�一般300円、高校・大学生

150円、中学生以下及び65歳
以上は無料

休館日　�月曜日（月曜日が休日及び祝
日の場合は開館し、翌日休館
となります）

◆問い合わせ
　県立現代産業科学館
　☎047－379－2005
　http://www.chiba-muse.or.jp/SCIENCE/

　千葉県指定伝統的工芸品展を広く紹
介する展示会です。木工品や竹工品な
どの製作実演と販売も行います。
と　き　２月24日㈬～３月１日㈪
ところ　そごう千葉店６階催事場
◆問い合わせ
　千葉県観光課　☎043－223－2415

催　し　物

航空科学博物館

無料税務相談会のお知らせ

県民合唱団による演奏会
「二大レクイエム」　　　

文化芸術まつりinChiba
「すごいゾ!!鉄-はじまり・伝統・最先端」

　所得税の確定申告が２月16日㈫か
ら始まります。当会では、会員向けに
税理士による無料の税務相談会を開催
しますので、ぜひご利用ください。

◆問い合わせ
　商工会　本　所　☎ 82 − 0434
　　　　　光支所　☎ 84 − 1661
　HP　http://yokoshibahikari.jp

と こ ろ

本 所

光 支 所

本 所

光 支 所

2月18日㈭

2月25日㈭

3月  4日㈭

3月  9日㈭

と　　　　き

午前10時～

　　午後4時

朗読・ナレーション講座
参加者募集

千葉県指定伝統的工芸品展
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と　　き　２月３日㈬・17日㈬
　　　　　３月３日㈬・17日㈬
　　　　　午前10時～午後３時
　　　　　※事前予約が必要です。
と こ ろ　東金商工会館
相談内容　税務書類の作成・相談
予約受付　平日 午前９時～正午
◆予約・問い合わせ
　千葉県税理士会東金支部
　☎0475－50－6322

　　　　
　蔵書点検のため、県立中央図書館
（千葉市)、県立西部図書館（松戸市）、
県立東部図書館（旭市）は一時休館し
ます。
　休館期間中でも、市町村立図書館を
通じて、各県立図書館の資料を利用す
ることができます。

休館期間　３月１日㈪～9日㈫
◆問い合わせ
　県立中央図書館　☎043－222－0116
　　

　　
　山武郡市広域行政組合が発注する建
設工事または製造の請負、調査・設計
等の業務委託、物品購入等について、
競争入札に参加を希望する方は、入札
参加申請を行ってください。
受付期間　２月22日㈪～26日㈮
　　　　　午前９時～午後４時
　　　　　※正午～午後１時を除く
受付場所　山武郡市振興センター内
　　　　　総務課財政係
　　　　　※受付は持参のみ
そ の 他　�申請手続きの要領等は、組

合ホームページまたは総務
課財政係で配布します。

◆問い合わせ
　山武郡市広域行政組合総務課財政係
　☎0475－54－0252
　http://www.sanbukouiki-chiba.jp

 　㈳八日市場青年会議所では、フィ
リピンの恵まれない子供たちのため
に、未使用の歯ブラシを集めて送る
活動をしています。
　旅館などでもらえる使い捨て歯ブ
ラシが自宅にあまっている方がいま
したら、市町内各所に設置してある
ボックスで収集していますので、ご
協力をお願いします。

※�歯ブラシは、未使用のものに限り
ます。

※�最新の設置場所は、ホームページ
に記載してあります。

◆問い合わせ
　社団法人　八日市場青年会議所
　☎72－2528
　http://www.yokaichiba-jc.com　

税理士による無料相談

お知らせ

今　月　の　相　談　日

◆問い合わせ 
　行政相談……………………総務課秘書広報班　☎ 84 ─ 1211　　人権相談………………………住民課住民班　 ☎ 84─ 1214
　心配ごと・法律相談…………社会福祉協議会　☎ 80─ 3611　　消費生活相談………産業振興課商工観光班　 ☎ 84─ 1215

県立図書館の一時休館に
ついて

山武郡市広域行政組合
平成22年入札参加資格申請

休日当番医
診療
時間

とき

2/21㈰

2/28㈰

3/7㈰

3/14㈰

※当番医は、都合により変更になる場合があります。    
◆問い合わせ　◎山武郡市広域行政組合消防本部指令課　☎0475－52－4137　　◎匝瑳市横芝光町消防組合　☎72－0119

内　　　　科　　　　系 外　　　科　　　系
９時～１７時 ９時～１７時８時３０分～１７時 ８時３０分～１７時

東陽病院　☎（８４）１３３５　（診療時間　８時３０分～１７時１５分）

きららのくにみどりが丘クリニック（大網白里）
☎0475－73－8668
九十九里病院（九十九里）
☎0475－76－8282
日吉台クリニック（東金）
☎0475－53－0510

福島医院（大網白里）
☎0475－72－4401

鈴木医院（横芝光）
☎82－0126
原田医院（芝山）
☎77－0056
鈴木医院（山武）
☎0475－89－1002

成東医院（山武）
☎0475－82－2235

城之内医院（匝瑳）
☎72－4511
九十九里ホーム病院（匝瑳）
☎72－1131
かわて医院（匝瑳）
☎72ー3000

石井医院（匝瑳）
☎73－2150

とよだ整形外科医院（東金）
☎0475－54－6200
まさごクリニック（横芝光）
☎80－0122
しらさと整形外科（大網白里）
☎0475－70－5855

日向台クリニック（山武）
☎0475－88－1491

匝瑳市民病院（匝瑳）
☎72－1525
九十九里ホーム病院（匝瑳）
☎73－1131
熱田整形外科（匝瑳）
☎72－1110

 ボランティア事業
「歯ブラシで救える命が
ある」運動

～法律・人権・行政・心配ごと・消費生活相談～
２月２日㈫　法律相談（文化会館）
　　　　　　消費生活相談（文化会館）
 ９日㈫　人権 ･行政 ･心配ごと相談（文化会館）

　　　　　　消費生活相談（文化会館）
【開催時間】　法律･人権･行政･心配ごと相談　午後１時30分～4時

消費生活相談:（相談員）午前９時30分～午後４時／（弁護士）午後１時30分～４時（第２・４火曜のみ）
◎法律相談と消費生活相談の弁護士相談は予約が必要です。

　　16日㈫　法律相談（町民会館）
　　　　　　 消費生活相談（町民会館）
　　23日㈫　人権 ･行政 ･心配ごと相談（町民会館）
　　　　　　 消費生活相談（町民会館）
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暮 カ レ ン ダ ーら し の （2/1～3/16）

今月の納税等

日

・町内駅伝大会

・健康相談（P17）

・人権･行政･心配
　ごと相談、消費
　生活相談（P21）

・人権･行政･心配
　ごと相談、消費
　生活相談
・交通事故巡回相
談（P8）

・法律相談、消費
生活相談

・法律相談、消費
生活相談

・法律相談、消費
生活相談（P21）

・5歳児健診（P17）

・乳児健診（P17）

・3歳児健診（P17）
・不燃・資源ごみ
回収 【日吉･南条
･白浜】 （P20）

・確定申告
  ［～ 3/16］（P2、3）
・法律相談、消費
生活相談（P21）

・健康相談

・人権･行政･心配
　ごと相談、消費
　生活相談（P21）

・不燃･資源･有害
ごみ回収【横芝
地域】 （P20）

・不燃･資源･有害
ごみ回収【横芝
地域】 （P20）

・不燃･資源･有害
ごみ回収【横芝
地域】 （P20）

月 火 水 木 金 土

と う や

も　な

統也くん（5歳）

桃奈ちゃん（2歳）
◎土・日・祝日でも、役場と町民サービスセンター
で納付することができます。

※口座振替をされている方は、残高確認をお願いします。

井上　雄太さん
　　　　  （上町）

・不燃・資源ごみ
回収 【東陽】
（P20）
・1歳6ヶ月健診
  （P20）

・不燃・資源ごみ
回収 【東陽】
（P20）

・不燃・資源ごみ
回収 【東陽】
（P20）

・梅まつり
  ［～ 3/14］（P7）

 ・栗山川シンポジ
ウム（P8）

・不燃・資源ごみ
回収 【日吉･南条
･白浜】 （P20）

・不燃・資源ごみ
回収 【日吉･南条
･白浜】 （P20）

・２歳児歯科健診
（P17）

・ポリオ（P17）
・献　血（P17）

●国民健康保険税　　　　第8期
●後期高齢者医療保険料　第8期
●介護保険料　　　　　　第8期
【納期限：3月1日㈪】

いつも笑顔で元気いっぱいです！
素直で優しい2人のことが、パパも
ママも大スキだよ。
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